国家図書館蔵（傅山書入れ本）『黄帝内経』初考
趙懐舟　王小芸（山西省中医薬研究院基礎所　030012）
劉忠文　王軍（長春中医薬大学）
　傅山（1607～1684）、字は青主、山西陽曲（今の山西省太原市陽曲県）の出身。明清移行期の著名な思想家であり学者である。経、史、諸子、道教、仏教、書法、絵画、音韻、訓詁、金石、考証、雑劇、そして医学などに対して、深い研究成果と独自の見解を持ち、多方面で活躍した学者である。
　傅山は読書を好み、評語や注釈も多く、多くの著作は批注の形で残された。『傅山全書』及び『傅山全書補編』には、以下の書籍に傅山の批注が、簡明な形式で残されている。「管子批注」「荘子翼批注」「荀子批注」「淮南子批注」「呂氏春秋批注」「説苑批注」「金剛経批注」「楞厳経批注」「五灯会元批注」「翻訳名義集批注」「漢書批注」「後漢書批注」「晋書批注」「宋書批注」「梁書批注」「南史批注」「魏書批注」「北斉書批注」「周書批注」「北史批注」「隋書批注」「新唐書批注」「新五代史批注」「宋史批注」「金史批注」「元史批注」「春秋左伝批注」……「儀礼注疏批注」「史記列伝批注」「墨子批注」「隷釈批注」「杜詩通批注」「広韻音義校注」
　傅山先生は『医薬論略』の中で、

「処一得意之方、亦須一味味千錘百煉、『文章自古難、得失寸心知』、此道亦爾、鹵莽応接、正非医王救済本旨」

〔一得意の方を処すとも、亦
),　)
た一味味をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もと),須)めて千錘百煉す。『文章はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いにしえ),古)より難く、得失、寸心知る』と。此の道もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しか),爾)り。鹵莽なる応接は、正に医王の救済の本旨に非ず〕

〔ひとつの得意な処方をするとしても、一味ずつ吟味に吟味をかさねる。『文章は昔から難しく、その出来不出来は作者自身が知っている』と杜甫は述べているが、この医薬の道も同じである。いい加減な対応は、医術にすぐれたひとの救済の本旨ではない。〕

（※杜甫の『偶題』に「文章千古事、得失寸心知（文章は千古の大事業であり、その得失は作者の心が知っている）」とある）

と述べている。私たちは、慎み深く厳粛な医学実践者である傅山が、薬性理論の方面で「精読経録及歴代以来続入本草〔経典を精読し、歴代のものを記録し、続いて本草に入る〕」という工夫をしたのみならず、中医のその他の領域への渉猟も浅くはないはずだと推測したが、『傅山全書』及び『傅山全書補編』では、わずかな数の条文しか、医薬に関連する情報を得ることができなかった。
　従って傅山の著作とされる『傅青主女科』『青嚢秘録』『大小諸証方論』などの書物は、作者が本当に傅山なのか、論争の的であった。傅山の医学著書が存在するかが疑問である中、傅山手批〔書き入れ〕本『黄帝内経』の伝本の発見と確認は、傅山医学研究のひとつの突破口であるといえよう。
　筆者は幸い「傅山医著の文献考証と校勘整理」というプロジェクトに参与した。これは山西省衛生庁中医管理局の「第十次五カ年計画重大基礎研究項目」の一つであった。傅山と関係ある資料が捜索される中、北京大学図書館所蔵の傅山批注『黄帝内経素問』残巻（5～11巻）と、国家図書館所蔵の傅山批注『黄帝内経』全帙が発見された。筆者は2009年5月初旬、中国国家図書館で、傅批『黄帝内経』の関連する批注を転写した。以下、本書の考証を略述する。
　　1.国図本傅批『黄帝内経』の目録記載と近代の伝承
　　1.1　国家図書館書目著録
　『北京図書館古藉善本書目・子部医家類』（北京図書館編．北京：書目文献出版社出版，1987：1243～1244）に、以下の記載がある。
「補注釈文黄帝内経素問十二巻　唐王冰注　宋林億等校注　孫兆改誤　遺篇一巻　明趙府居敬堂刻本　傅山批　七冊　八行十七字細黒口四周双辺　一七九一六」
「黄帝素問霊枢経十二巻　明趙府居敬堂刻本　傅山批　三冊　八行十七字細黒口四周双辺　一七九一七」
　　1.2　中医文献学者の引用
　馬継興『中医文献学』は、善本の条件を十種類に分けてのべている。その中の第八条は、ある種の医書刊本で、名家の手によって圏点校批や序跋題記が付されて、学術参考価値がさらに高まったものである。その例として「北京図書館蔵　清・傅山（すなわち傅青主）批　明・趙府刊　『黄帝素問霊枢経』」が挙げられている。（馬継興『中医文献学』。上海：上海科学技術出版社　1990：365）
郭靄春『黄帝内経霊枢校注語訳』には校本と一本として「明趙府居敬堂刊本　傅青主批校」が挙げられている。（郭靄春『黄帝内経霊枢校注語訳』。天津：天津科学技術出版社，1989：序例11.）
　以上のように、図書館書目と中医文献学者が続けてこの書籍を引用していることは、段々と研究機関や専門家の注目を受けてきていることを証明している。ただしこれらの文献だけでは、本書の伝承過程を描写するのには十分ではない。
　知っての通り、中国国家図書館の前身は北京図書館であり、その前身は国立北平図書館、そのまた前は京師図書館、あるいは学部図書館と呼ばれていた。以下はその歴代の善本書目である。
①『学部図書館善本書目』（1911年）
②『京師図書館善本簡明書目』（1916年）
③『北平図書館善本書目』（1933年，甲庫）
　『北平図書館善本書目乙編続目』（1935年，乙庫）
④『国立北平図書館善本書目乙編続目』（1937年）
⑤『北京図書館善本書目』（1959年）
⑥『北京図書館古藉善本書目』（1987年）
（北京図書館編『北京図書館古藉善本書目』。北京：書目文献出版社．前言4-5．）
　目下のところ、1987年7月刊行の『北京図書館古藉善本書目』にしか、本書の著録を見つけることができなかった。言い換えれば、1987年以前の本書の伝承過程には空白があることになる。
　幸運なことに、本書中には「中国書店標価箋」（中国書店の値札）が紛れ込んでおり、この書籍が10冊一組で、定価150元であったことがわかる。中国書店は古書藉・文献専門の国営企業で、1952年11月4日、北京に設立された。主要な業務は古書籍や碑帖拓片の収集と販売、新たに発行された古籍の取次販売、中国古籍文献の影印、端本の補配と年一回の雑誌の刊行である。1956年、資本主義から社会主義への移行と共に、北京にある私営古書店は中国書店に吸収された。「中国書店標価箋」の存在は、解放後のこの本の流通過程を知る手助けとなるものである。少なくとも1952年から1959年の間には、この書は北京図書館には所蔵されていなかった可能性がきわめて高い。なぜなら明版は解放初期でも善本と見なされていたのに、1959年の中華書局出版の『北京図書館善本書目』にはこの書は著録されていないからである。以下、書中の手がかりから、本書の解放前の伝承過程を推測する。
　　1.3原巻版本の近代の伝承
　　1.3.1　1921年、蕭延平氏の批校
　傅批『黄帝内経』の中には、多くの毛筆による批注が見られる。その内容の多くは呉本、顧本、『太素』、『甲乙経』などに関連するものであるが、少数ながら「黄陂：蕭北承校」という落款もある。そこから、批注者は蕭氏であり、時期は1921年10月前後であるとわかる。
　たとえば『霊枢・刺熱篇』巻九には2箇所の批注がある。
　「注両血虚字顧本均作巨虚。按巨虚穴名、足陽明（胃）経有巨虚上廉、巨虚下廉二穴、巨虚上廉在三里下三寸、足陽明胃脈気所発……辛酉十月二十二日黄陂蕭北承校」
　「按巨虚上下廉乃巨虚上廉為一穴、巨虚下廉為一穴、青主先生以巨虚為一穴、上下廉為一穴、恐誤。検皇甫士安『甲乙経』即知」
　「黄陂蕭北承校」とは湖北黄陂の蕭延平〔字：北承〕氏のことである。
　「宣統二年（1910年）、湖北の柯逢時が武昌医館をつくり、蕭孝廉北承に館長を要請し、『小児衛生総微方論』を校訂した。1924年には『黄帝内経太素』『銭氏小児直訣』の校を完成。蕭氏の『黄帝内経太素』の校正は、20年の苦労の末に出来上がった。一生をこの書に捧げ、必ず広めるとみずから言っていた。長らく首都北京に滞在し、完成するとただちに湖北へと帰り、再び故郷を出ることはなかった。」（何時希、『中国歴代医家伝録。北京：人民衛生出版社，1991：295-296〔下巻。引用文の抜萃〕）。
　蕭氏が『黄帝内経太素』の校勘に用いた書籍には次のものがある。『素問』は宋嘉祐本、明顧氏影宋嘉祐本、趙府居敬堂本、呉勉学本、『霊枢』は道蔵本、趙府居敬堂本、呉勉学本である。（隋・楊上善撰注、『黄帝内経太素』。北京：人民衛生出版社，1965：例言4．）。
　国家図書館所蔵の傅批『黄帝内経素問霊枢』には、多くの蕭氏の書き込みが見られる。私たちはこの明・趙府居敬堂版『霊枢素問』は、蕭延平が『太素』の校正に用いた趙府居敬堂本であると確信している。
　　1.3.2　甘鵬雲、20世紀初めの「息園」収蔵
　本書では、「崇雅堂蔵書」と「潜廬蔵過」という二種の印章を、多数巻の巻端に見ることができる。そして各巻末には「潜江甘鵬雲薬樵収蔵書籍章」という大きな方章が見られる。これらの印章により、本書がかつて甘鵬雲の蔵書であったことは間違いない。甘鵬雲氏が「崇雅堂」という号を名乗り始めたのは1900年からである。これは文献上確認できる。『潜廬類稿・祟崇雅堂銘』には、「詩序曰、小雅尽廃則四夷交侵中国、微矣。孔疏曰：言小雅不可不祟以示法也。戊戌（1898年旅京師閉戸読小雅痛時事日非、榜所居曰『崇雅堂』、欲銘之未果也、迄庚子（1900年）拳禍外兵内犯瞰我神京、両宮西狩、予避兵沙〔頭〕頓触前痛、用爲之銘。）とある。この書の中には多く「崇雅堂蔵書」という印章がみられるが、これは1903年以降に「息園」を名乗った後の収蔵であることあらわす。甘鵬雲の『崇雅堂書録』は、蔵書の詳細な分類著録である。その「子部・医家類」の項目で最初に収録されているのが本書であり、「『黄帝内経』十二巻　唐・王冰注　宋・林億孫奇高保衡等校　明・趙府居敬堂刻本　傅青主手批　四庫著録」「『霊枢経』十二巻　明・趙府居敬堂刻本　傅青主手批　四庫著録」（甘鵬雲．書目五編・『崇雅堂書録』。台湾：広文書局有限公司，1972：449-450）とある。この著録によっても、本書が甘鵬雲氏の所蔵であることが証明される。それまでの伝承過程については、なお考証を待つところである。
　甘鵬雲：1861～1940、湖北省潜江市の出身。字は翼父・翼甫（号とも）・月樵・薬樵。号は葉樵・潜廬（『潜廬類稿・詩録・随筆』がある）・潜廬老人・将廬・息園・樾僑、晩年の号は耐翁・耐公・息園居士。室名は崇雅堂（『崇雅堂叢書初編』がある）。光緒二十九年の進士（科挙には三段階の試験があって，その最終合格者が進士）。工部主事に任じられるが、まもなく日本に留学し、法政大学を卒業。吉林財政監理、吉林国税庁長、財政部僉事（部長）、帰綏（今の内蒙古フフホト墾務部辦（開墾部運営）、山西煙酒公売局局長、衆議院議員などの職を歴任。書籍収集を趣味とする。晩年は執筆活動に専念。『楚師儒伝』『潜江旧聞』を執筆。『談経』『魯文恪公集』『大隠楼集』『晋陵先賢伝』『素風居士集』『逸楼論史』、および上記のものなどを編集。これらは『崇雅堂叢書初編』に収録されている。他にも、『碑録』『書録』『調察帰綏墾務報告書』などがある。北京古学院の教授をつとめた。（陳玉堂、『中国近代人物名号大事典』。杭州：浙江古藉出版社，1993：89．）
　蕭延平氏はすべての批注の付箋を注意深く付して、校勘の終了後、細心の注意を払って元の持ち主に返還したと考えられる。これは遅くとも『太素』が完成した1924年であろう。蕭延平氏が帰郷したのがこの時だからである。甘鵬雲先生が1940年に逝去した時、国内情勢が不安定となり、諸々の原因により先生の蔵書は散逸した。甘鵬雲先生は1992年3月の著作『崇雅堂書録序例』で、「黄梨州有言：『蔵書難、蔵之久而不散則尤難』、予毎誦其言而悲之、古今書籍之厄、蓋悉数之而不能終矣。〔黄梨州（黄宗羲『天一閣蔵書記』）に言有り、『蔵書の難、之を蔵すること久しくして散ぜざるは則ち尤も難し』と。予は其の言を誦する毎に之を悲しむ。古今書籍の厄は、蓋し悉く之を数えて終わること能わず。〕」と述べている。甘鵬雲氏は動乱の時代を生きたので、このような感慨を持つのは当然のことである。甘鵬雲氏の逝去から半世紀経たないが、その書は流転を経て、最終的には安全に国家図書館に蔵されることとなった。甘鵬雲先生にとっては慰めであり、後の研究者にとっては幸いなことであった。
　　2.国家図書館本傅批『黄帝内経』の、批注の特色と〔批注の〕内容
　　2.1傅批『黄帝内経素問霊枢』の、批注の特色
　　2.1.1批注の位置
　批注の位置は、眉批（匡郭上部に付された評注按語）・根批（匡郭下部に付された評注按語）・傍批（行間に付された評注按語）に分けられる。
　　眉批の例
「推而上之、上而不下、腰足清也。推而下之、下而不上、頭項痛也。」（『素問』脉要精微論篇第十七）
句後の注＝推筋按之、尋之而上、脈上湧盛、是陽気有餘、故腰足冷也。…
　　　　　推筋按之、尋之而下、脈沈下掣、是陽気有餘、故頭項痛也。…
注の傍批＝此句與上句反。
天頭眉部のところに、「注中両個『陽気有餘』是一□、但『下而不上』四字却□解」
　　根批の例
「〔「上關二穴」の王冰注：鍼経〕所謂刺之則㰦、不能欠者也」（『素問』氣穴論篇第五十八）
頁根に、「『説文』欠字張口気悟也、象気従人上出之形、徐曰人欠㰦也、気壅滞欠㰦而解也〔『説文』に欠（あくび）字は、口を張りて気悟するなり、気の人の上従り之を出だすの形に象る、と。〔『説文解字繋伝』〕曰く、人の欠㰦（くしゃみ）するなり。気の壅滞は欠㰦して解するなり、と。〕」。
　　傍批の例
『素問』「厥論篇第四十五」の傍らに「腹滿」。
また、
「取手太陽陽明太陰」（『霊枢』癲狂第二十二）
「太陽」・「陽明」・「太陰」の傍らにそれぞれ小字で「小腸」「大腸」「肺」。
　　2.1.2批注の符号
　文中の句読は朱筆が多用され、本文の文字の上や傍らに朱筆の圏注が多くふられている。
「病不許治者病必不治」（『素問』五藏別論篇第十一）には字の傍らに朱筆で圏点がふってある。
「心脈」「肺脈」「肝脈」「脾脈」「腎脈」（『霊枢』邪気蔵府病形第四）の五脈の文字上に朱筆で圏点がうってある。
いくつかの音釈には三角で印がしてある。
「貞貞頭重而痛」「若有乾耵聹」（『霊枢』厥病第二十四）では、文末に音釈のある「貞貞」「耵聹」の横には三角形のマークがある。
これ以外にも、文中に出てくる経穴名には、朱筆で文字の上に圏点があったり、脇に二重線が引いてあったりする。また『甲乙経』『鍼経』『霊枢経』などの書名には、朱筆を用いて四角で囲ってある。
　　2.1.3批注の特色
　全体として言えば傅山手批趙府居敬堂『黄帝内経』は得難きの珍品ではあるが、書中の批注は朱墨の筆が入り混じり、字体も隷書と草書が混じって併存している。多数の封面の空白には多種の字体で読書心得が記録してある。また巻前の扉ページに索引がわりの批注がある。例えば、「読霊枢経而知薬餌是後一著耳〔『霊枢経』を読みて、薬餌は是れ後の一著（ひとつの手段・方法）なるを知るのみ〕」「細字見経脈篇」「亢則害承乃制　六微旨大論」などである。また欄上に隷書でキーワードが多く書いてあり、また融通無碍な行書と草書の間の書体が議論を述べる字体として使われている。原文中の錯訛の語句は、一般に直接原字の上にそのまま訂正し、くどくどと説明することはない。例えば、『霊枢』経脈第十で「黄疽」とあるのを、「疽」の字の上に直接「疸」と訂正している。また『霊枢』九宮八風第七十七では「先之則多雨後之則多汗」とあるが、「汗」の字を直接「旱」と訂正している。傅山先生の全体を把握し、豪放磊落で、字様に拘らない学風があらわれている。
　　2.2　傅批『黄帝内経素問霊枢』批注の内容
　　2.2.1原文の抽出
　本書批注の重要な方式として、文中の文字・語句が欄上に抜き出されているものがあげられる。このような方式は、主観的には思考を覚醒させる作用があり、客観的には文章・学術の重点となるキーワード索引の役割をもする。欄上に抜き出された文字は、大体隷書を使用している。その他の細かく解釈する部分は行草書を用いている。この種の原文と同じ文字の批注が最も多く見られる。例えば『霊枢経』巻四第十六葉には、原文にある「毛蒸理泄」が欄上にも重複して書かれている。
　　2.2.2意味内容の論述展開
　この類の批注は、ある見解を帯びたものが多い。その内容の多くは、条文の中の文字に対する『説文』からの引用である。多くは条文・注解の抽出・論述であり、また注文に対する見解もある。例えば、『霊枢経』巻三第十三頁の眉批に、「細、若細子如微子則是雷公称黄帝為子也、不則細子称小人是自称為細字〔「細」、「若細子（禁服篇）」は微子の如し。則ち是れ雷公、黄帝を称して子と為すなり。不れば則ち細子は小人と称す。是れ自称して細字（「子」のあやまりか）と為す〕」とある。また『素問』評熱病論篇第三十三で「労風之病」を論述しているが、「傅山曰：山親見傷寒陰証臨死者唾出若涕〔傅山曰く：山、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みずか),親)ら傷寒陰証の死に臨む者、唾出だすこと涕の若きを見る〕」と眉批してある。
　　2.2.3思索と疑問提出
　3つ目は、疑問形の批注である。例えば『素問』繆刺篇第六十三での神門穴の記載に対し、「掌後鋭骨之端、第三巻平人気象篇婦人手脈動甚者任子也、注少陰脈謂掌後陥者中、当小指動而応手者。此神門穴亦云在掌後陥中者、不知此二掌後何以分別？〔掌後の鋭骨の端。第三巻平人気象篇に「婦人手の脈動甚しき者は子をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はら),任)むなり」と。〔王冰〕注に「（手）少陰脈は、掌後陥者中、小指に当りて動じて手に応ずる者を謂う」と。此の神門穴も亦た掌後陷中に在る者と云う。知らず、此の二掌後、何を以てか分別せん？〕」と眉注している。
　以上によれば、傅山の批注に含まれる内容は、摘要・解読・疑問解明の総合である。また批注のための批注ではなく、学習・思惟過程の記録と体現である。神獣、吉光の羽のごとく、珍重すべき思いを抱かせる。
　　3.『黄帝内経』への傅批の内容と『傅山全書』との比較
　傅山は『素問』五蔵別論第十一にある「病不許治者必不治〔病みて治を許さざる者は必ず治せず〕」の右に朱筆で圏点を付し、重要性を強調している。『傅山全書』巻三十一は、それを420字余に敷衍した『医薬略論』である。その末尾を、「所謂『不許治者不治』也、吾于此経旨最有先事之験〔所謂『病みて治を許さざる者は必ず治せず』は、吾、此の経旨に於いて最も事に先んずるの験有り〕」という文で擱筆している。
　『霊枢』癰疽第八十一で、「発於脛名曰兔齧〔脛に発するを名づけて兔齧と曰う〕」の上に、隷書で「兔齧」と眉批し、その重要性を強調している。『傅山全書』巻61の『淮南子評注』第十七（説林訓）では、「兔齧之螚」に、『霊枢』癰疽部を引用して「『發〔発〕於脛者曰兔齧』豈其瘡之形似耶〔『脛に発するを名づけて兔齧と曰う』。
),　)
に其の瘡の形似るや〕」と注釈をつけている。
　『霊枢』営衛生会第十八で、「此外傷于風、内開腠理、毛蒸理泄、衞気走之〔此れ外は、風にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やぶ),傷)られ、内は腠理に開き、毛蒸れ理泄れ、衞気之に走る〕」の欄上に「毛蒸理泄」が提示されている。『傅山全書』巻45『百泉帖』管子には、「注曰：腠理丞達、屯聚泄散也。傅山曰：丞猶蒸也、火気上行也〔注に曰く「腠理丞達し、屯聚して泄散するなり」。傅山曰く「丞は猶お蒸のごときなり。火気上行するなり」〕」とある。また『傅山全書』巻61『淮南子評注・下』泰族訓第二十、「毛蒸理泄」の下の注には、「『霊枢経』営衛生会篇中有此四字。『管子』内業篇、得道之人、理丞而屯泄……〔『霊枢経』営衛生会篇中に此の四字有り。『管子』内業篇に、得道の人は、理丞して屯泄し……〕」とある。
　『霊枢』壬冊の表紙に大字で「読『霊枢経』而知薬餌是後一著耳〔『霊枢経』を読みて、薬餌は是れ後の一著（ひとつの手段・方法）なるを知るのみ〕」と書き込んである。これに対し『傅山全書』では「此不但是薛懐吉独得秘著〔此れ但に是れ薛懐吉の独り得たる秘著（秘法）なるのみならず(薛懐吉は魏・梁州の刺史)」「詐毒之著、豈是常法？〔詐毒の著（方法）、豈に是れ常法ならんや〕」と述べている。
　以上に挙げた例により、両者は相互に影響を与えていて、転用・借用もあり、よく使われる用語にも共通して見られるものがある。
　直接比較できるところ以外にも、両者の文体に類似点が見られる。例えば、よく『説文解字』の注を引用している。
　『素問』欬論第三十八に「泌糟粕〔糟粕を泌す〕」とあるが、その「泌」字に対して「泌、『説文』侠流也〔泌、『説文』に「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せま),侠)き流れなり」と〕」と書き入れている。
　『傅山全書』巻34は、小学訓詁を専門とした内容なのだが、69項目あるうち、『説文』あるものは『説文解字』が出てくる頻度は44回の多きにわたる。例えば『傅山全書』の中で、「『説文』：『説文解字』最古最迂、然却足見漢人一斑雋処、亦不可廃〔『説文』：『説文解字』は最も古く、最も迂なり。然れども却って漢人の一斑のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すぐ),雋)るる処を見るに足る。亦た廃す可からず〕」（鄧（寶珊）蔵手稿）と、『説文』の学術内容を述べている。
また傅批『黄帝内経』と『傅山全書』では、経書・史書の引用もあれば、ことわざ・俗語の引用もあり、また自身の体験も注記している。たまに、評価判断を下したり、関連する背景知識を提供したりするような特色も共通している。
（以上の細かい引用は、傅山著、劉貫文・張海瀛・尹協理主編『傅山全書』。太原：山西人民出版社，1991：553、1831、930、1390、1925、1965、1966、2057、609を参照）
　　4.結語
　国家図書館所蔵（17916、17917号）『黄帝内経』は、来歴が確かな傅山先生親筆の批注の作品である。本書は近代の著名な収蔵家である甘鵬雲によって収蔵され、また著名な医家である蕭延平により付箋による批注がなされた。筆者は本書の批注の内容・特色と『傅山全書』とを比較して、確実に傅山の手で注が書き入れられた書籍であることが認められた。傅山の時代から300年あまり、非常に稀なる親筆批注医経の再発見は、「傅山学」の資料を充実させることはもちろん、傅山医学思想の考察にとって非常に重要な価値がある。
　筆者の管見の範囲では、なお傅山書き入れ本『史記』があるが、いまだ研究・利用が進んでいない。文末のついでに、能力のある人物による研究と実証、さらには合理的な利用を希望するものである。陳琳主編『貴州省古藉連合目録・史部・紀伝類・通代』（貴州人民出版社2007年8月出版）100ページの記載、「01427　史記一百三十巻／（漢）司馬遷撰；（南朝宋）裴駰集解：（唐）司馬貞索隠；（唐）張守節正義　○1.明鍾人傑校刻本．－16冊；21.4×25.8 cm……清傅山批　58」。凡例から知りうるのは、書名の前の○符号が、全国の善本であることを示すこと、番号「58」が、貴州民族学院図書館を指すことである。
（清）傅山撰，劉貫文、張海瀛、尹協理主編，《傅山全書》（太原：山西人民出版社，1991年），第一冊～第七冊。
（清）傅山撰，《霜紅龕集》（四十卷，附錄三卷，年譜一卷）（全二冊）影印，臺北：文史哲出版社，1986年。
（清）傅山撰，《霜紅龕集》四十卷，附錄一卷，年譜一卷，收於《續修四庫全書》集部別集類1395-1396冊。
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